




（National Symposium : Japanese Language Education 2012 “Creating the Future”；以下、「シンポ
ジウム」）について報告する。本シンポジウムはメルボルン日本語教育センター（Melbourne
































関する現状、及び将来への提言をまとめた包括的なレポート、『The Current State of Japanese
Language Education in Australian Schools』（de Kretser & Spence−Brown，２０１０）が公表された。
このレポートには、オーストラリアの学校教育段階における日本語教育の全体像が示されて
いることに加え、これからの日本語教育のための６つの提言が「改革に向けた主な提案」（Key











てきた。この状況を背景に、１９８９年の「ホバート宣言」（The Hobart Declaration on Schooling）
により連邦レベルでの学校教育の統一の方向へ転換がなされ、次いで１９９９年の「アデレード宣
言」（The Adelaide Declaration on National Goals for Schooling in the Twenty−First Century）、そし
て２００８年末に「メルボルン宣言」（Melbourne Declaration on Educational Goals for Young
Australians）が発表された（岸田他 ２０１２）。このメルボルン宣言を受け教育改革が実施され、






















































































（Engaging hearts and minds : Advocacy in and out of the classroom）
②統一カリキュラム




（Innovative structures for changing learning and increasing opportunities）
⑤教師教育と成長
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